


































Notes and Queries』を舞台に、26歳だった 1893年から 66歳の誕生日を控える 1933年まで 40年























年の「さまよえるユダヤ人」（第一報はNature, 1895.11.28、第二報はNotes and Queries, 1899. 8.12）
や 1899年の英文論考「かしこい子供 A Witty Boy」（Notes and Queries, 1899. 6. 3）以来、イギリ
スの研究誌で発表し続けていた。「かしこい子供」は、ルネサンス期イタリアの小説家サッケッティ
（Franco Sacchetti, c.1330‐1400）の小咄集 Trecento Novelle（1395、現在では、杉浦明平訳『ル
ネッサンス巷談集』として邦訳がある）と、中国古代の『世説新語』（劉義慶撰、5世紀）にみえる孔
融（208 年没、儒者、孔子 20 世の子孫）の幼少期の逸話が、同工異曲の落とし咄であることを紹介
した短文であった 2。 
附言すれば、そういった研究を本格化させる前の彼が、滞英時代に取り組んでいたのは、比較科学














































  ・英語論考 
  「ピトフォラの分布 Distribution of Pithophora」 Nature, 1903. 4.23 
  「カロストマの分布 Distoribution of Calostoma」Nature, 1903. 7.30 
  「魚類に生える藻類 An Alga growing on Fish」Nature, 1908. 11.26 
   「粘菌の変形体の色 Colours of Prasmodia of some Mycetozoa」Nature, 1910. 6.23; 1912.10.24 
  ・日本語論考 
  「本邦産粘菌類目録」『植物学雑誌』1908.9; 1913.9; 1915.9 






































                                                   
7 特に淡水藻については、イギリスの研究者ウェスト (George Stephen West, 1876-1919) と通信し、自分の採集
を提供しようとしていたが、ウェストの早世により結実をみなかった。参照：松居竜五「勝浦・那智における南方













ンに基づいて、時代の標準となる変形菌図鑑 A Monograph of Mycetozoa （初版 1894年）と、変形
菌紹介の小冊子 Guide to the British Mycetozoa Exhibited in the Department of Botany, British 







アーサーは 1907年 2月 23日に、南方に対して熱烈な感謝の意を表し、標本の価値を称える返信を
記した。それ以降、1908 年まではアーサーへ、その死後はグリエルマへと南方は日本産変形菌標本
を送り続ける 9。 
 南方から送られた標本は、リスター父娘によって業績化されていった。まず ‘Mycetozoa from 




て改訂された A Monograph of Mycetozoaの第 2版（1911年）でなされることとなる。この後も、
グリエルマは、アーサーの後を引き継いで大英博物館の変形菌コレクション管理者の役割を（いわば
令外官として）担い続け、南方を含めた世界中の採集者から送られた標本に基づいて、新種の発表を
                                                   
8 南方在英当時の呼称は British Museum (Natural History)。1881年に新築され、1963年まで BMの分館とい




























ディキンズは、イギリス海軍軍医として 1864年から 1866年まで、その後弁護士として 1871年か
ら 1879 年まで日本に滞在し（後者の間の 1872 年には、マリア・ルース号事件でペルー側弁護人を
務めた）、その間に知遇を得た駐日英国公使ハリー・パークスの伝記（後半生にあたる日本時代編を
                                                   
10 ただし南方は、グリエルマの積極的な新種認定に批判的になっていく。両者の分類学的立場の乖離については、
拙稿「新種ぎらいの分類学--南方熊楠の変形菌研究」（『熊楠研究』6号、2004年）で論じた。 
11 ‘[...] our knowledge of those[=Mycetozoa] of Japan has been much increased by the unwearied labours and 
graphic correspondence of Mr. K. Minakata, from whom we have received nearly three hundred specimens.’ A 
Monograph of Mycetozoa, 2nd ed, 1911, p 3. 








彼の日本文学翻訳は、Hyakunin Isshu（『百人一首』雑誌初出 1865年 13、単行本 1866年）を皮切
りに、 
  Chushingura, or The Royal League. a Japanese romance （『仮名手本忠臣蔵』、1875年） 
  The Bamboo-Hewer's Story or The Tale of Taketori（『竹取物語』、1875年） 
  Fugaku Hiyaku-kei, Or, A Hundred Views of Fuji （Fusiyama）（『富嶽百景』、1880年） 
  Hojoki: Notes from a Ten Feet Square Hut（『方丈記』1905年初出; 1907年単行本） 




訳として発表された「方丈記」英訳（Journal of the Royal Asiatic Society, 1905）が突出して著名だ
が、この翻訳は 1907年に単行本（出版者は Gowans and Grey, Glasgow）となった際には、共訳者
南方熊楠の名前が消えて、ディキンズ単独の仕事として刊行された。 





彼らの「方丈記」英訳がはじめ「共訳」として雑誌発表された 1905 年と、単行本となった 1907 年
の間の 1906に、ディキンズの主要業績といってよい『古代中世日本文学』(Primitive and Mediaeval 







                                                   
13 The Chinese and Japanese Repository of Facts and Events in Science, History, and Art, Relating to Eastern 
Asia, vol III, nos XX (March)– XXVIII (November), 1865に、9回分載で発表された。参照：N.J. Teele, ‘F.V. 




























考えてはいなかったと思われる。両者が知り合った 1896年 3月に、南方は 28歳、ディキンズは 57
歳であり、その時点で南方は、『ネイチャー』誌に投稿するようになってまだ 3 年めだった。南方の
1898 年 7 月 18 日付けの日記には、ディキンズに対し金銭の借用をしていたのをディキンズの側か




16 在英中、ディキンズの英訳「竹取物語」において、かぐや姫が訪問者を「順番に（in their turns）」応対したと
いう表現をしていたことについて、南方が不品行な誤解を呼ぶものと批判し、その際の南方の態度を侮辱的と受
け取ったディキンズとの関係が緊張したが、結局これを機に極めて緊密な仲になった、と柳田国男宛の後年の書
簡で南方が述べている（1911年 10月 17日付）。参照：松居竜五「ディキンズ」（『南方熊楠を知る事典』1993年）。 
17 岩上はる子・コーニッキ編『F.V.ディキンズ書簡英文翻刻・邦訳集 アーネスト・サトウ、南方熊楠（他）宛』
（2011年）に、原文および日本語訳を収録。 














はじまりである。南方はディキンズの書簡を 5月 27日に受け取ったのち、6月 13日から翻訳にかか
り、7月 4日には本文を訳了して、7月 18日にディキンズへ発送している 22。ディキンズの当初の
思惑では、仏教的無常観を主題とした、日本の随筆文学の代表である「方丈記」も『古代中世日本文
学』選文集に収めようとしていたのだが、翻訳を終えたあとのディキンズは、南方に対して 11 月 5
日付書簡の時点で、英国王立アジア協会紀要 Journal of the Royal Asiatic Society誌上での発表を示





















説」は、同書所収の 1904年 11月 25日付け南方宛て書簡でディキンズが、翻訳は「ほとんどやり直しでした」（I 






的に書き換えた（entirely remade by myself）」24と明記した。当初（1903年 4月 7日の時点で）デ
ィキンズが南方に「宇津保物語」英訳を打診した際には「こちらで編集し、あなたのものとして本に


























                                                   
方熊楠と『方丈記』」（『文学』2012年 3・4月号）は、南方の訳が「下訳」的なものだったという評価を示してい
る。 
24 全集 10巻英語の部 p 10、日本語訳は前出の松居「南方熊楠と『方丈記』」での引用による。 
25 岩上ら編『F.V.ディキンズ書簡英文翻刻・邦訳集 アーネスト・サトウ、南方熊楠（他）宛』p 108 の岩上訳に
よる。 








（Ho-jo-ki, Notes from a Ten Feet Square Hut, a Famous Japanese Classic, Gowans and Grey, 
1907, Gowans’s International Library No 15）をゴワンズ社から刊行した事実については、ディキ
ンズから南方に伝えられたことはなかったらしい。南方の日記には、1909年 9月 3日に英バーミン





























































し、公刊する場に、南方は行き会うことが出来た（英語圏の Notes and Queries誌、日本語では、彼
                                                   
28 前出「本邦産粘菌類目録」『植物学雑誌』（1908.9）、「現今本邦に産すと知れた粘菌種の目録」『植物学雑誌』
（1927.2）、ともに全集 5巻所収。 
29 拙稿「新種ぎらいの分類学--南方熊楠の変形菌研究」（『熊楠研究』6号、2004年）を参照されたい。 
情報提供者（？）南方熊楠：イギリス人研究者への協力について 
69 
の活動とともに成長していった、『郷土研究』誌をはじめとする初期の民俗学雑誌）。その結果、個々
の南方の著作は、自分ひとりの小さな関心にとって意味をもつ、小さな発見を書き連ねた、瑣末な情
報の蓄積という印象のものが多い。それらは、通読しても見通しよく全体を見渡すことが出来ない、
細部の豊かさに満ちた世界をなしているという点で、南方が観察・蒐集を続けた対象そのものにも似
ている。そうした蒐集活動を、書物の世界では諸文化圏の説話群、市井の生活者たちの世界にあって
は口伝えの伝承知、また野性の生態系にあっては、さまざま隠花植物を対象として、継続した―それ
が、南方熊楠の日々の研究活動であった。 
南方の知的好奇心にとっては、対象が野外の生物であるか、書物のなかの文字で記された説話であ
るか、庶民の話し言葉のなかに保存された知恵であるかといった表層部分は、大きな違いではなかっ
たのではないだろうか。そして、日々の些細な発見を、同好の士と共有する手段があった領域では、
彼は公刊「業績」を自ら積み上げることが出来、そうでない場合、関心を共有する「研究者」に、惜
しみなく情報を提供したのだろう。単なる採集者なのか、学界に向かって発言する研究者なのか、と
いう線引きや分類の意識が、南方に希薄であることは、奇異といえば奇異だが、彼の学問観の興味深
さともいえる。ある領域の仕事では「研究者」であり、別のある領域ではそうではないといった、後
世の観点から立てた区別は、南方自身の求めた「知」のあり方とは、およそ縁遠い南方熊楠像である
かも知れない。 
 
 
 
